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t〟: 同一 chainでの transferintegral
tl : 隣接 chainとのtransferintegral
U : 同一 siteでのCoulomb相互作用
Vij: i･)I siteでのCoulomb相互作用


















































































1-3 バ イエルスーフレー リッヒ状態
ここでは, ZKFのとる値について考えてみることにする｡(1)式より2KF-p/2b*であるが･






















CDW の運動についての精密な計算は Lee,Rice,Andersonによってなされ, CDWには2つ
のモー ドがあることが示された｡CDW を次の式で表わす｡
P-P｡cos(Qtr+め), Q≡2KF (8)
p｡の励起に対応するのが振幅モー ド(A十),¢に対応するのが位相モー ド(A_)である｡ その
励起エネルギースペクトルは図11図に示されている｡Aモー ドのQ-2KF に相当するのが
先ほどの Peierls-Frbhlich状態であって, ¢を自由に変えられることがわかる｡また,このモ




















































































結晶構造は単斜晶系に属し,α-12.298A , ∂-3.819A , C-18.468A,♂- 104.460
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TT.F-TCNQ における両分子間の電荷移動量 p electron/moleculeは,さまざまな方法で
調べられている｡XPS(ESCA)によれば,TCNQについては β ニ 0ー.56--0.67(Nの1Sレ
ベルによる ),TTFについては p- 十 0.56±0.05(Sの2pレベルによる )となっている｡








































S--# li ･# E=% (13,



















と書くことができる｡ TT.Fの bandはホール的 (図23(b)),TCNQ の bandは電子的 (
図23(a))な電導機構になるはずであるから,先の結果は,TCNQ が主として伝導に寄与し
ていることを示している｡これは,両者のバンド幅, mobilityに差があるためと考えられて
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構造を考え, AF はこの状態からの SDW(Spin Density Wave)の活性化エネルギーであ
って伝導度とは直接関係しない｡
























a,-a,q(波数 qのフォノンエネルギー ) 選E
0























































































金属相での2KF,4KF異常 (qb- 2KF･4KF, qa･ qc'･任意 )は diffusesheetsをなして
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とするoここで, p-0･5electron/siteである2KF CDW を考えるo金属状態では,例えば
⊆⊇=逼⊆;音⊇⊆冠
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4KF CI)Wと2ち CDW の起因を次のように考えることができる｡4鞄は TTFchain上
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TT_ド-TCNQ TSe_F-TCNQ HMTT_F-TCNQ HMrS_F-TCNQ







｡ バンド幅, coulomb力が異なるにもかかわらず, xTCNQと xTTFがよく似た挙動を示すo
(図29参照 )
o α軸方向の周期が,49Kの α′-2αから38Kの α′-4α-と連続的に変化することは,3











ミ｣<-3oA鵬 鵜 瑚 ｢




見 ql- 2KF, q2- 4Ki のようであるが,断定はできない｡ 以下に他の考え方を述べる｡
NMPはNMP十1の形でバンドが満たされるから,今,NMP+〟-TCNQ~βとすると, これは
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は,三斜晶系で C軸が一次元となり, C軸方向にMEM とTCNQ が別々に積み重なっている.
スピン磁化率 (図44),直流伝導度 (図45)から次のような機構が考えられる｡ r>335
Eでは,a～Aで格子歪みはなく,従って2鞄 ,4KF も存在しない (図46(a))0 19K<T
<335Kになると,a～机ま同じであるが,分子面の傾きが大きくなり,波動関数の重なりに
差が生じるため,格子が歪み4KF CDWが存在する(図46(b))｡これはp- 0･5 のときの








































｡Ch血 間相互作用 (coulomb相互作用等 )
Lq<T <3持去























































































現象は約 200K以下で顕著にな り･2KFCDWの出現する温度域 (<150K )とよく一致 して
いる｡P=19kbarにおいて,2KF- i/3b*になると予想され,伝導度の低下は整合性によ
るピン止めとして説明がっけられる｡ この解釈が正 しいとしたら,CDW が伝導に寄与するこ
と･整合性によるピン止めが実際に存在することの二点が証明されたことになる02KF値が実
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〔c fl(B r).1〕X, 0 ≧ 10L19- 1cm-1
ドナーとしては,Na等があげられる｡
(cH)X XL lo｡.










③ (TMTS･F)2p-㌔ (追加 )
1980年に入って,上記の物質が12kbarの静水圧下で左 -0.9Kの超伝導転移をすること
がフランスで発見された｡(D.Jerome,A.Mazaud,M.RibaultandK.Bechgaard;J･Physique
Lettres,1980年 2月15日号 )PIF6のかわ りに,As･F6,Sb-F6,B･F4･N03 を入れた一連
の物質についても常圧下での基礎的性質が調べられている. (K.Bechgaard,C.S.Jacobsen,
M.Mortensen,H.∫.PedersenandN.Thomp;SolidStateCommunications,tobepubli血ed.)
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